
普代村　黒崎

５億年に及ぶ５億年に及ぶ
大地の歴史を刻む「三陸ジオパーク」。大地の歴史を刻む「三陸ジオパーク」。
2017年の「条件付き再認定」を経て、2017年の「条件付き再認定」を経て、
2019年12月25日、2019年12月25日、
正式に再認定されることが決まりました。正式に再認定されることが決まりました。
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日本一広日本一広いい「三陸ジオパーク」「三陸ジオパーク」

ジオパークとは、「大地の公園」を意味し、地球（ジ
オ）を学び丸ごと楽しむことができる場所のこと。
「三陸ジオパーク」は、青森県八戸市から岩手県沿
岸を縦断し宮城県気仙沼に至る、総面積約6,000㎢
の日本一広大なジオパークです。
岩手県北エリアには小袖海岸（久慈市）や黒崎（普
代村）など、多彩な海岸地形が生み出す美しい景観
や、琥珀をはじめとする豊富な鉱物資源が見られる
ジオサイト（見どころ）が点在しています。

課題の改善を経て、201課題の改善を経て、20199年に正式に再認定年に正式に再認定

国内のジオパークは４年に一度、日本ジオパーク委
員会によって再認定審査が行われます。初めての再認
定審査となった2017年、地域や関係機関による三陸
ジオパークの理解と活用が進んでいないことから、エリ
ア全体が一体となった活動の必要性を指摘され、２年
以内の改善を求める「条件付き再認定」となりました。
これを受け、三陸ジオパーク推進協議会が中心と
なり、地域ごとに協議会を設置し、ガイドの研修や交
流会を開催するなど改善に取り組んできた結果、

2019年12月、正式に再認定が決定しました。日本ジ
オパーク委員会からは「復興で得た経験を国内外に
発信していってほしい」という期待も寄せられました。
県や推進協議会は、引き続き住民参加による意見
交換会やガイド研修などを行うとともに、ユネスコ
世界ジオパークの認定も視野に入れ、三陸ジオパーク
の一層の活用や三陸の観光資源としての魅力発信
を行っていく予定です。皆さんもぜひ、再認定された
三陸ジオパークへ出かけてみませんか。

P.2 特集１

台風第19号の
被害からの復旧へ向け
全力で取り組み中！

P.4 特集2

歴史を学ぼう！

春のお出かけ
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P.6 県北広域トピックス2020

復興に取り組みながら、
お互いに幸福を守り育てる
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注目しよう！食べてみよう！
北いわての
「3つの美味しいお肉」
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洋野町　大野海成段丘 久慈市　小袖海岸 野田村　野田玉川鉱山跡 八戸市　種差海岸



た
他
の
被
災
７
箇
所
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
復
旧
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
写
真
１
）

久
慈
管
内
の
海
岸
線
沿
い
に
位
置
す

る
中
小
河
川
を
中
心
に
、多
数
の
箇
所
で

護
岸
の
崩
落
や
堤
防
が
削
ら
れ
ま
し
た
。

夏
井
川（
久
慈
市
夏
井
地
区
）や
小
屋

畑
川
（
同
長
内
地
区
）
で
は
河
川
の
増
水

に
よ
り
堤
防
が
削
ら
れ
て
、
次
の
出
水

で
更
に
削
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

応
急
復
旧
（
仮
盛
土
）
を
行
い
ま
し
た
。

（
写
真
２
）

久
慈
管
内
の
県
管
理
河
川
施
設
の
被

久
慈
地
域
で
は
、県
道
角
ノ
浜
玉
川
線

（
洋
野
町
種
市
）、岩
泉
平
井
賀
普
代
線
・

普
代
小
屋
瀬
線（
普
代
村
普
代
地
区
ほ

か
）な
ど
で
道
路
陥
没
や
山
か
ら
の
土
砂

流
出
に
よ
り
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。

発
災
後
、
直
ち
に
一
般
社
団
法
人
岩

手
県
建
設
業
協
会
と
の
災
害
協
定
に
基

づ
い
た
応
急
工
事
や
土
砂
撤
去
等
を
行

い
、
普
代
村
の
二
路
線
は
復
旧
が
完
了

し
て
い
ま
す
。

角
ノ
浜
玉
川
線
は
現
在
、
片
側
交
互

通
行
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
元

年
12
月
に
国
の
災
害
査
定（
※
）を
受
け

　

三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
は
10
月
13
日
の
台
風
第
19
号
に
よ

り
、
77
箇
所
で
線
路
被
害
が
、
16
箇
所
で
電
力
信
号
通
信
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
復
旧
工
事
の
状
況
と
、
列
車
運
行
の
再
開
の

状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

沿
線
の
中
で
盛
―
釜
石
間
は
被
害
が
少
な
か
っ
た
の
で
、台

風
翌
日
に
通
常
運
転
を
、ま
た
、翌
15
日
に
は
宮
古
―
田
老
間

も
臨
時
ダ
イ
ヤ
で
再
開
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
外
の
区
間
は
15
日
か
ら
代
行
バ
ス
を
運
行
し
ま
し
た
が
、

便
数
が
少
な
い
の
で
、
日
常
的
に
利
用
す
る
皆
さ
ん
に
は
御
不
便
を

お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
早
期
に
「
運
行
可
能
な
区

間
か
ら
順
次
再
開
」を
目
指
し
、
比
較
的
被
害
の
少
な
い
箇
所
か
ら
工

事
を
実
施
。
そ
の
結
果
、２
月
末
時
点
で
、普
代
―
久
慈
間
と
釜
石
―

陸
中
山
田
間
以
外
は
運
行
を
再
開
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
元
住
民
の
ど
の
よ
う
な
声
が

励
み
と
な
り
ま
し
た
か
。

地
元
住
民
の
皆
さ
ん
や
、
全
国
の

方
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
見
舞
い
・
励

ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

通
学
で
利
用
し
て
い
る
高
校
生
や
、
台
風
前

に
震
災
学
習
列
車
に
乗
車
し
た
と
い
う
沿
線
の
小
学
生
、
三
陸
鉄
道

に
乗
っ
た
思
い
出
が
あ
る
方
か
ら
「
一
日
も
早
く
全
線
で
三
鉄
が
走
る

姿
を
見
た
い
」
な
ど
多
く
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
こ
う
し

た
早
期
復
旧
へ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
全
線
運
行
再
開
に
向

け
て
全
社
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
運
行
再
開
を
目
前
に
控
え
て
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

全
線
運
行
再
開
は
３
月
20
日
を
予
定
し
て
お
り
、
２
日
後

の
22
日
に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
「
復
興
の
火
」
を

宮
古
駅
か
ら
釜
石
駅
ま
で
運
ぶ
予
定
で
す
。
ま
た
、
23
日
は
リ
ア
ス

線
開
通
の
１
周
年
に
当
た
り
ま
す
の
で
、
20
日
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト

と
し
、地
元
や
全
国
の
皆
さ
ん
に
乗
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
鉄
道
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

三陸鉄道株式会社
中村 一郎 社長
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種市駅

　
令
和
元
年

　
令
和
元
年
1010
月月
1212
日
か
ら

日
か
ら
1313
日
に
か
け
て
岩
手
県
に
最
接
近
し
た
台
風
第

日
に
か
け
て
岩
手
県
に
最
接
近
し
た
台
風
第
1919
号
の
影
響
に
よ
り
、

号
の
影
響
に
よ
り
、

普
代
村
に
お
い
て
は
県
内
最
大
の
総
雨
量
４
３
７
ミ
リ
を
記
録
す
る
な
ど
、
観
測
史
上
類
を
み
な
い

普
代
村
に
お
い
て
は
県
内
最
大
の
総
雨
量
４
３
７
ミ
リ
を
記
録
す
る
な
ど
、
観
測
史
上
類
を
み
な
い

未
曾
有
の
豪
雨
と
な
り
、
沿
岸
地
域
を
中
心
に
広
範
囲
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
東
日
本

未
曾
有
の
豪
雨
と
な
り
、
沿
岸
地
域
を
中
心
に
広
範
囲
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
東
日
本

大
震
災
津
波
及
び
平
成

大
震
災
津
波
及
び
平
成
2828
年
に
発
生
し
た
台
風
第

年
に
発
生
し
た
台
風
第
1010
号
災
害
の
復
旧
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
最
中

号
災
害
の
復
旧
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
最
中

で
の
更
な
る
大
規
模
な
災
害
と
な
り
ま
し
た
が
、一
日
も
早
い
復
旧
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

で
の
更
な
る
大
規
模
な
災
害
と
な
り
ま
し
た
が
、一
日
も
早
い
復
旧
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

でで
取
り
組
み
中

取
り
組
み
中
！！

全
力
全
力

台
風
第

台
風
第
1919
号
被
害
か
ら
の
復
旧
に
向
け

号
被
害
か
ら
の
復
旧
に
向
け

三
陸
鉄
道
は

３
月
20
日
に

全
線
開
通

全
線
開
通

道
路
の
復
旧
状
況

河
川
の
土
砂
撤
去
作
業
等

災
箇
所
全
27
箇
所
に
つ
い
て
は
、
道
路

災
害
と
同
様
に
国
の
災
害
査
定（
※
）後

に
、
順
次
速
や
か
に
復
旧
工
事
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

小
屋
畑
川
や
沢
川（
同
新
中
の
橋
地

区
）で
は
上
流
か
ら
流
れ
て
き
た
土
砂

が
河
道
内
に
堆
積
し
た
た
め
、
緊
急

的
に
土
砂
の
撤
去
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
写
真
３
）

ま
た
両
河
川
と
も
、
平
成
28
年
の
台
風

第
10
号
に
引
き
続
き
、
再
び
周
辺
の
住

宅
地
一
帯
に
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
こ
と

か
ら
、
再
度
の
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、

河
川
改
修
事
業
等
の
計
画
に
つ
い
て
、

調
査
・
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

夏井川の堤防が削られた箇所

堤防の応急復旧（仮盛土）完了 沢川の堆積土砂撤去状況

埋戻し・仮舗装完了済み

角ノ浜玉川線の道路陥没

2月1日には普代-田野畑間が運行再開
しました

特集1
【写真１】

【写真２】

【写真３】

インタビュー

ＱＱＱ AAA

県管理施設等の
主 な 被 災 箇 所

全
力
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

※
災
害
査
定
…
国
の
担
当
者
に
被
害
状
況
等
を
説

明
し
、復
旧
方
法
や
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
、確

認
を
得
る
こ
と
。

［2］

北 い わ て の 魅 力 を 伝 え る 広 報 誌



岩
手
県

岩
手
県

河
川
情
報
シ
ス
テ
ム

河
川
情
報
シ
ス
テ
ム

突
然
の
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
一

人
ひ
と
り
が
積
極
的
に
情
報
を
収
集
・
確
認

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

情
報
収
集
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
情
報

サ
イ
ト
「
岩
手
県
河
川
情
報
シ
ス
テ
ム
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
県
内
の
約
１
３
０
箇
所

（
県
北
管
内

53
箇
所
）の
河
川
の
水
位
・
雨
量

の
状
況
を
確
認
で
き
る
サ
イ
ト
で
す
。
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
で
見
た
い
「
地
区
」
を
選
択
す
る
と
、

水
位
・
雨
量
デ
ー
タ
の
ほ
か
、
大
雨
・
洪
水

警
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
の
発
表
状
況
な

ど
も
確
認
で
き
ま
す
。

県
で
は
、
台
風
第
19
号
に
よ
り
被
災
し
た
被
災
者
の
生
活
再
建
支

援
や
、商
工
業
・
農
林
水
産
業
の
再
開
に
向
け
た
支
援
、道
路
河
川
等

の
復
旧
の
た
め
、令
和
元
年
度
一
般
会
計
９
月
補
正
予
算
に
お
い
て
、

総
額
1
9
9
億
3
1
0
0
万
円
余
の
増
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、12
月
補
正
予
算
で
は
、台
風
第
19
号
災
害
に
係
る
国
の
被
災

者
の
生
活
と
な
り
わ
い
の
再
生
に
向
け
た
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
呼
応

し
、
被
災
し
た
三
陸
鉄
道
の
支
援
に
要
す
る
経
費
、
地
域
の
な
り
わ
い

再
生
や
落
ち
込
ん
だ
観
光
需
要
の
早
期
再
生
に
必
要
な
経
費
、
三
陸

鉄
道
の
代
行
バ
ス
の
運
行
経
費
に
対
す
る
補
助
等
に
要
す
る
経
費
な

ど
、総
額
８
億
8
0
0
万
円
余
の
増
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
国
や
市
町
村
、関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、被
災
者
の
視

点
に
立
っ
た
復
旧
・
復
興
の
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

台
風
第
19
号
の
災
害
対
策
に
要
す
る

予
算
措
置
に
つ
い
て

「
岩
手
県
河
川
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
サ
イ
ト

か
ら
、「
危
機
管
理
型
水
位
計
」
の
情
報
も
確

認
で
き
ま
す
。
危
機
管
理
型
水
位
計
と
は
、

水
位
上
昇
時
の
水
位
観
測
に
特
化
し
た
水
位

計
で
、県
内
２
６
０
河
川
・
３
２
５
箇
所（
県

北
管
内

42
河
川

58
箇
所
）
に
設
置
さ
れ
、
昨

年
５
月

24
日
か
ら
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
財
団
法
人
河
川
情
報
セ
ン
タ
ー
の

「
川
の
水
位
情
報
」
で
閲
覧
で
き
、
利
用
方
法

は
左
の
通
り
で
す
。

な
お
、「
川
の
水
位
情
報
」
を
利
用
す
る
に

当
た
り
、
い
く
つ
か
注
意
点
が
あ
り
ま
す
の

で
、あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

危
機
管
理
型
水
位
計

危
機
管
理
型
水
位
計

《
利
用
上
の
注
意
点
》

●
観
測
値
の
即
時
性
を
重
視
し
て
い
る
た
め
、
異
常

値
を
記
録
し
た
場
合
で
も
そ
の
ま
ま
表
示
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
地
形
や
河
道
の
変
化
等
に
よ
り
、
堤

防
と
水
面
の
位
置
関
係
が
正
し
く
表
示
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
危
機
管
理
型
水
位
計
の
ほ
と
ん
ど
は
、
通
常
水
位

時
は
１
日
１
回
程
度
の
観
測
で
す
。
水
位
上
昇
時

は
２
～
10
分
間
隔
の
観
測
値
を
表
示
し
ま
す
。

●
着
色
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に
は
、
危
機
管
理
型
水

位
計
を
設
置
し
て
い
な
い
の
で
、
情
報
を
確
認
で

き
ま
せ
ん
。

確認したい地域の着色部分を
拡大し、水位計アイコンを表
示する。水位計が設置されて
いる箇所にアイコンが表示さ
れるので、これをタップする。

2

水位詳細画面が表示されるの
で、水位情報を確認する3

川の水位情報にアクセスする。1

防
災
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
避
難
対
策

防
災
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
避
難
対
策

防
災
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
避
難
対
策

防
災
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
避
難
対
策

川の水位情報
https://k.river.go.jp

岩手県
河川情報システム
http://kasen.pref.

iwate.jp

県の台風第19号災害対応の主な事業（一般会計12月補正後）
❶救助費

1,063百万円
災害救助法に基づき応急的に必要な救助を行
うための経費

❷被災者生活再建支援金支給補助
227百万円

被災者生活再建支援法適用外の世帯に対す
る支援金支給を実施する市町村への補助

❸三陸鉄道運営支援事業費
670百万円

被災した三陸鉄道株式会社に対し、運賃収入
の大幅な減少等に対応できるよう、運転資金
の貸し付けを行うための経費

❹地域企業再建支援事業費補助
720百万円

台風第19号災害により被害を受けた中・小企
業の被災施設・設備の復旧等の支援に要する
経費を補助

❺被災農業者緊急支援事業費
131百万円

被災した農業者の早期営農再開に向けた復旧
支援に要する経費

❻水産業被災施設復旧整備事業費
303百万円

被災したサケ・マスふ化場等水産共同利用施設
の復旧を支援する経費

❼河川等災害復旧事業費
9,595百万円

被災した道路、河川等の公共土木施設の復旧に
要する経費

県
や
市
町
村
が
様
々
な
情
報
を

配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、「
い

わ
て
モ
バ
イ
ル
メ
ー
ル
」
が
あ
り

ま
す
。
配
信
情
報
に
は
防
災
・
災

害
情
報
や
観
光
情
報
等
が
あ
り
、

登
録
後
、
欲
し
い
情
報
だ
け
を
選

ん
で
メ
ー
ル
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

配
信
中
の
主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
は

下
記
の
通
り
で
す
。

い
わ
て

い
わ
て

モ
バ
イ
ル
メ
ー
ル

モ
バ
イ
ル
メ
ー
ル

岩手県
いわてモバイルメール
配信中のコンテンツ

 防災・災害（久慈）
 防災・災害（二戸）
 防災・災害（盛岡）
 道路・交通
 県内の火山情報

配信中の主なコンテンツ

※①③⑦の事業については、台風災害対応以外の経費も含んでいます。

［3］
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は
、
一
戸
町
内
で
発
掘
さ
れ
た
土
器

や
土
偶
を
展
示
す
る
御
所
野
縄
文
博

物
館
が
あ
る
ほ
か
、
竪
穴
住
居
な
ど

が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
御
所
野
遺
跡
は
、
縄
文
時
代

の
も
の
と
し
て
日
本
で
初
め
て
土
屋

根
の
住
居
が
見
つ
か
っ
た
場
所
で

す
。
こ
れ
は
、
縄
文
史
に
お
け
る
大

発
見
で
し
た
。
博
物
館
で
は
発
掘
さ

れ
た
様
子
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

広
大
な
園
内
に
は
、
ム
ラ
が
営
ま

れ
て
い
た
時
代
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

広
葉
樹
の
森
を
復
元
。
周
囲
に
人
工

物
も
ほ
と
ん
ど

な
く
、
縄
文

時
代
さ
な
が

ら
の
風
景
と

空
気
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

御
所
野
遺
跡
に
は
、
縄
文
時
代
中

期
後
半（
約
5
0
0
0
〜
4
2
0
0

年
前
）の
大
規
模
な
ム
ラ（
集
落
）の

跡
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で

8
0
0
年
に
わ
た
り
縄
文
の
人
々
が

暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
御
所
野
遺
跡
を
整
備
し
て
作

ら
れ
た
御
所
野
縄
文
公
園
の
園
内
に

縄
文
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

歴史を学ぼう！
春のお出かけスポット

鹿角市

二戸市

鰺ヶ沢町

一戸町

八戸市

この春は、「歴史を学ぶ」をテーマにお出かけしてみませんか。
お散歩気分で楽しめる県内外６つの歴史スポットを紹介します。

2021年の世界遺産登録を目指している「北海道・北東北の縄文遺跡群」。
御所野遺跡と共に構成資産となっている、お隣・青森と秋田の縄文遺跡にも出かけてみましょう。

　是川石器時代遺跡は３つの遺跡の総
称で、縄文時代晩期の亀ヶ岡文化を中
心とする遺跡です。埋蔵文化財セン
ターでもある是川縄文館では、国の重
要文化財を含む数多くの貴重な出土品
を展示しており、縄文文化成熟期の優
れた土器や土偶、生活用具などを見る
ことができます。このほか風張1遺跡で
見つかった、座った状態で手を合わせ
る国宝「合掌土偶」は必見。春には、
縄文館周辺で桜も楽しめます。

　野中堂と万座、２つの環状列石を主
体とする縄文時代後期（約4000〜
3500年前）の遺跡。お墓や、祭祀が
行われた場所ではないかと考えられ
ています。２つの環状列石の中心と近
くにある日時計状組石の中心を結ん
だ線が夏至の日没線の方向を指して
いることから、縄文人たちが方位や
季節を認識していたことがうかがえま
す。例年、雪が解ける４月頃から見
学が可能です。

特集２

八戸市埋蔵文化財センター
是川縄文館
青森県八戸市大字是川字横山１　
☎0178-38-9511
□営 ９：00〜17：00（入館は16：30まで） 
□休 月曜（第１月曜、祝日・休日の場合は開
館）、祝日・振替休日の翌日（土・日曜を除
く）、年末年始 □料 一般250円、高校・大学
生150円、小・中学生50円

大湯ストーンサークル館
秋田県鹿角市十和田大湯字万座45　
☎0186-37-3822
□営 ９：00〜18：00（11〜３月は16：00閉
館） □休 ４〜10月は無休、11〜３月は月曜

（祝日・休日の場合は翌日）、年末年始 
□料 大人300円、子ども100円

（４月から大人320円、子ども110円）

世界遺産登録を目指す縄文遺跡の仲間たち

是川縄文館常設展示
美術工芸のような出土品が展示されています

出土品

※資料提供「鹿角市教育委員会」

※資料提供「八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館」

野中堂　日時計状組石
組石が日時計に見えることと、東西南北に置
かれた石が特徴です。

広葉樹の森ではバードウォッチングも楽しめます

御所野縄文博物館では、一戸町内で出土した石器や土器、
土偶などを展示

復元された土屋根の竪穴住居

頭に鳥の羽を付
けたシャーマン
の姿を描いたと
される「羽根付き
縄文人」のレリーフ

岩手県二戸郡一戸町岩館字御所野２　☎0195-32-2652
□営 ９：00〜17：00（入館は16：30まで） □休 月曜（祝日・休日
の場合は翌日）、祝日・休日の翌日（土・日曜
を除く）、年末年始 
□料 一般300円、高校生以下無料（展示室の
み、公園の入場は無料）

御所野縄文博物館（御所野縄文公園）

御所野
縄文公園

一戸町役場
一
戸
駅

4

御
ご

所
し ょ

野
の

遺
い

跡
せ き

一戸町

是
これ

川
かわ

石
せっ

器
き

時
じ

代
だい

遺
い

跡
せき

青森県八戸市

こちらも
チェック！

芸術性ある出土品に触れよう！

大
おお

湯
ゆ

環
かん

状
じょう

列
れっ

石
せき

秋田県鹿角市

日本最大級のストーンサークル

人気の

鼻曲が
り土面

です

合掌土偶

［4］
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こちらも
チェック！

　

神
亀
５
年（
7
2
8
）
、
奈
良
時
代
に
開
山

し
た
と
さ
れ
る
東
北
屈
指
の
古
刹
・
天
台
寺
は
、

東
北
の
仏
教
文
化
の
拠
点
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
か
ら
続
け
ら
れ
て
き
た
本
堂
と
仁
王

門
の
大
規
模
改
修
が
、
い
よ
い
よ
３
月
に
終
了

予
定
。
こ
の
春
か
ら
参
拝
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
6
月
21
日
に
は
、
落
慶
法
要
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

国
指
定
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
御
本
尊
「
聖

観
音
立
像
」
や
「
十
一
面
観

音
立
像
」
な
ど
貴
重
な
文
化

財
も
多
い
天
台
寺
で
す
が
、
境

内
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
「
豆

地
蔵
」
を
探
し
な
が
ら
散
策

す
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。
伐

採
さ
れ
た
杉
の
木
の
供
養
の
た

め
、
切
り
株
に
祀
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
そ
う
。
か
わ
い
ら

し
い
姿
に
心
癒
や
さ
れ
ま
す
。

国指定重要文化財の本堂（保存修理前の写真）

九戸城本丸・二の丸
九
戸
氏
の
居
城
と
し
て
明
応
年
間
（
１
４
９
２

〜
１
５
０
１
）
に
築
か
れ
た
と
言
わ
れ
る
九
戸
城
。

天
正
19
年
（
１
５
９
１
）、
豊
臣
秀
吉
の
天
下
統
一

最
後
の
合
戦
場
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
戦
は
「
九

戸
政
実
の
乱
」と
呼
ば
れ
、九
戸
城
主
で
あ
る
名
将
・

九
戸
政
実
が
、
５
千
の
兵
を
率
い
、
６
万
５
千
の

豊
臣
軍
を
始
め
と
す
る
討
伐
軍
と
戦
っ
た
場
所
で

す
。

平
成
29
年
に
公
益
財
団
法
人
日

本
城
郭
協
会
が
定
め
る
「
続
日
本

１
０
０
名
城
」
に
選
ば
れ
た
九
戸
城

は
、
西
を
馬
渕
川
、
北
を
白
鳥
川
、

東
を
猫
渕
川
に
囲
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
川
ま
で
の
落
差
は
約
20
ｍ
、
傾
斜

角
45
度
の
断
崖
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
姿
は
さ
な
が
ら
天
然
の
要
塞
。
現

在
は
石
垣
と
空
堀
が
残
る
の
み
で
す

が
、
今
で
も
往
時
の
城
の
堅
固
な
守

り
を
そ
の
地
形
か
ら
想
像
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
桜
の
名
所
と
し
て
も

知
ら
れ
、
４
月
後
半
に
は
美
し
い
桜

が
咲
き
誇
り
ま
す
。

三
方
を
川
に
囲
ま
れ
た

天
然
の
要
塞

「
平
成
の
大
修
理
」も

い
よ
い
よ
終
了

種
たね

里
さと

城
じょう

青森県鰺ヶ沢町

九
く の

戸
へ

城
じょう

跡
あ と

二戸市

八
は ち

葉
よ う

山
ざ ん

天
て ん

台
だ い

寺
じ

二戸市

馬
淵
川

九戸城跡

二戸高等技術
専門学校

福岡高校

6

274
24

二戸駅

4

九戸城跡のお問い合わせ
岩手県二戸市福岡字城の内　
☎0195-23-3641

（二戸市観光協会）

知っていますか？「御
ご

城
じょう

印
い ん

」

　今、城の名と家紋をあしらった「御城印」が、お城を訪れた記念として人気
を集めています。国史跡で「日本100名城」の根城がある八戸市教育委員会が
呼びかけ、７市町教育委員会で組織する
南部「御城印」プロジェクトで企画しま
した。県内では九戸城（二戸市）、久慈
城（久慈市）、鍋倉城（遠野市）の３城
で販売。１枚300円で、それぞれ二戸市
埋蔵文化財センター、道の駅くじやませ
土風館、遠野市立博物館で購入できます。
また、青森県鰺ヶ沢町の種里城では、令
和２年限定で、南部（大浦）光信の入部
530年を記念したスタンプ付きの御城印
を光信公の館にて販売中。城めぐりの楽
しみの一つにしてみてはいかがですか？

光信公銅像が
待っているぞ

天台寺のお問い合わせ
岩手県二戸市浄法寺町御山久保33-１　
☎0195-38-2500
□営 ９：00〜17：00（入館は16：30まで）

天台寺

浄法寺歴史
民俗資料館

浄法寺IC

かつら庵

安
比
川6

210

数百メートルに渡って豆地蔵が並びます

本丸に残る
野面積みの石垣

種里城跡のお問い合わせ
青森県西津軽郡鰺ヶ沢町大字本町209-２　
☎0173-72-2111（鰺ヶ沢町教育委員会）

光信公の館
青森県西津軽郡鰺ヶ沢町大字種里町字大柳90
☎0173-79-2535
□営 ５〜10月の金・土・日曜に開館、９：00〜
17：00（９・10月は16：30閉館） 
□料 大人300円、高校生220円、小・中学生150円

平成 30 年には、久慈市と鰺ヶ沢町が
「歴史文化で結ぶ友好協定」を締結

　「 津軽藩発祥の地 」といわれる青
森県鰺ヶ沢町の種里城は、実は久慈
市と縁の深いお城。延徳３（1491）
年、久慈郡の領主だった南部（大浦）
光信がこの地の統治を任され種里城
に入部。大浦氏を継いだ５代目の為
信が豊臣秀吉から津軽郡の支配を認
められ「 津軽氏 」を名乗るようにな
りました。
　史跡内にある資料館「光信公の館」
の前庭には津軽氏の家紋にちなんだ
ボタン園があり、5月下旬に見頃を迎
えます。

久慈市と縁の深い

南部氏ゆかりの御城印を販売する７城

種里城

盛岡

聖寿寺館

三戸城

根城

久慈城

鍋倉城

九戸城

青森

青森県

岩手県

春には満開の桜が城跡を彩ります

一体ごとに
表情があるよ

※資料提供「二戸市教育委員会」

［5］
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県
北
地
域
で
は
特
色
あ
る
米
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
、
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の

酒
造
好
適
米
「
ぎ
ん
お
と
め
」
を
原
料
と
し

た
日
本
酒
「
南
部
美
人
特
別
純
米
酒
」
が
、

権
威
あ
る
コ
ン
テ
ス
ト
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ワ
イ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
I
W
C
）
２
０
１
７

に
お
い
て
、「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
サ
ケ
」を
獲
得
し
、

世
界
一
に
輝
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
北
い
わ
て
産
の
酒
米
の
生
産
拡
大
や
品
質

向
上
に
弾
み
を
つ
け
る
た
め
、
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
て
の
「
北
い
わ
て
酒
米

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
北
い
わ
て
産
の
酒
米
と
醸か

も

さ
れ
る
日
本
酒
の
素
晴
ら
し
さ
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
地

元
の
酒
米
で
仕
込
む
日
本
酒
を
通
し
て
、

地
域
の
誇
れ
る
テ
ロ
ワ
ー
ル
（
そ
の
土
地

の
個
性
）
を
世
界
に
発
信
す
る
価
値
が

語
ら
れ
、
参
加
者
は
産
地
の
魅
力
に
理

解
を
深
め
ま
し
た
。
最
後
に
、
酒
米
生

産
者
に
よ
り
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
力
強

く
宣
言
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

二戸市
九戸村

洋野町

久慈市

野田村

普代村

一戸町

軽米町

引
き
続
き
復
興
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
お
互
い
に

幸
福
を
守
り
育
て
る

希
望
郷

希
望
郷
い
わ
て

い
わ
て

県
北
地
域
の
高
い
女
性
の
就
労
比
率
や
豊
富
な
地
域
資
源
の
特
性
を
生
か

し
、
女
性
活
躍
や
子
育
て
支
援
等
に
よ
る
人
材
確
保
、
未
来
技
術（
A
I
・

I
o
T
等
）や
経
営
革
新
に
よ
る
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、
令
和
元
年
10
月
、

産
学
官
・
異
業
種
連
携
に
よ
る
「
北
い
わ
て
未
来
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た（
令
和
２
年
2
月
現
在

：

79
会
員
）
。

設
立
記
念
講
演
会
で
は
、
産
学
官
1
4
0
名
が
出
席
し
、
設
立
の
背
景
や

目
的
、
今
後
の
取
組
を
産
学
官
で
共
有
、「
働
く
な
ら
県
北
、
育
て
る
な
ら

県
北
、
暮
ら
す
な
ら
県
北
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
取
組
が
始
動
し
ま
し
た
。

今
後
、
女
性
活
躍
や
未
来
技
術
な
ど
先
進
事
例
の
異
業
種
波
及
、
産
学
官
連

携
に
よ
る
協
働
研
究
の
地
域
実
装
、
企
業
の
人
材
確
保
へ
向
け
た
合
同
研
修

会
等
を
通
じ
て
、
地
場
産
業
の
競
争
力
強
化
を
図
り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
表
で
宮
城
建
設
株
式
会
社
の
竹
田
和
正
代
表
取
締
役

社
長
は
、「
個
々
の
企
業
で
は
、
や
れ

る
範
囲
が
限
ら
れ
ま
す
。
共
創
に
よ
っ

て
、
単
体
で
は
生
み
出
せ
な
か
っ
た
新

し
い
価
値
、
自
分
た
ち
の
新
し
い
形
を

作
り
出
し
た
い
」
と
、
地
域
の
未
来
を

見
据
え
ま
す
。

産学官・異業種連携で県北の未来を切り拓く

産
学
官
・
異
業
種
連
携
で
未
来
を
拓
く

県
北
の
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立

二
戸
地
域
で
盛
ん
な
カ
ー
リ
ン
グ
は
、
年
齢
性
別
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
競
技
人
口
拡
大
を
目
的
に
、
小
学
生
以
上
の

初
心
者
を
主
な
対
象
と
し
た
「
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」
を
県
北

青
少
年
の
家
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
管
内
の
若
手
カ
ー
リ
ン

グ
愛
好
者
団
体
「
ミ
ラ
イ
リ
ン
ク
」
が
主
催
し
、
二
戸
市
出
身
で
ソ
チ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
カ
ー
リ
ン
グ
女
子
日
本
代
表
の
苫
米
地
美
智
子
選
手
が
、
特
別
講

師
と
し
て
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

ミ
ラ
イ
リ
ン
ク
代
表
の
高
田
将
洋
さ
ん
は
「
未
経
験
者
で
も
１
時
間
ほ
ど

の
練
習
で
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
ま
で
で
き
る
ほ
ど
気
軽
に
楽
し
め
る
の
が
、
カ
ー
リ
ン

グ
の
魅
力
で
す
。
二
戸
地
域
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
選
手
が
誕
生
す

る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
は
３
月
で
終
了
し

ま
す
が
、
来
シ
ー
ズ
ン
も
実
施
予
定
で
す
。
地
域
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
を
気
軽
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

カ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
く
学
べ
る

初
心
者
向
け
の
ス
ク
ー
ル
開
催

初心者でも安心して基本から学ぶことができます

未来のカーリング選手誕生に期待

「世界に認められる日本酒の基盤をつくります」と力強く宣言

地
元
の
酒
米
と
醸
さ
れ
る
日
本
酒
の

素
晴
ら
し
さ
を
知
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

パネルディスカッションで意見を交わす
参加者

県北広域
トピックス
2020

県
北
地
域
で
は
地
域
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、

農
林
水
産
業
や
企
業
の
支
援
、ま
ち
づ
く
り
の
活

動
な
ど
、魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
を
創
造
し
て
い
く
た

め
、い
わ
て
県
民
計
画（
2
0
1
9
〜
2
0
2
8
）

地
域
振
興
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
取
組
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

未来技術の活用に
ついて講演した
岩手県立大学
総合政策学部
准教授  近藤信一氏

県北広域振興局 二戸地域振興センター　TEL.0195-23-9205
お問い合わせ先

県北広域振興局 
二戸農林振興センター
TEL.0195-23-9203

お問い合わせ先

県北広域振興局経営企画部
TEL.0194-53-4981
二戸地域振興センター
TEL.0195-23-9205

ネットワークの申込み・
お問い合わせ先
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子
ど
も
た
ち
が
文
化
芸
術
活
動
を
体
験
す
る

「
北
い
わ
て
・
子
ど
も
ア
ー
ト
タ
ッ
チ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト″
久
慈
”
」
を
、１
月
18
日
に
久
慈
市
文

化
会
館
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
久
慈
地
域
４
市
町
村
の
小
学
校

３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
と
保
護
者
約
30

組
で
す
。
琴
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
茶
道
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、

太
鼓
の
５
分
野
を
体
験
し
た
ほ
か
、
郷
土
料
理
で
あ
る
ま
め
ぶ
や
そ
ば
の
昼

食
も
楽
し
み
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
初
め
て
だ
ら
け
で
す
ご
く
楽

し
か
っ
た
」「
普
段
は
や
ら
な
い
こ
と
の
体
験
が
で
き
て
と
て
も
よ
か
っ
た
」「
こ

れ
か
ら
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

続
け
て
ほ
し
い
し
、
ま
た
参

加
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
、
様
々
な
文
化
芸
術
に

親
し
み
、
理
解
を
深
め
た
様

子
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
き
っ
か
け
づ
く

り
を
通
し
て
、
県
北
地
域
の

将
来
的
な
文
化
芸
術
活
動
の

底
上
げ
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

みんなの前で「さくら」を披露

お茶菓子は椿をイメージしたねりきり

　

久
慈
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
「
寒
じ
め
ほ
う
れ
ん
そ
う
」
に
は
、
目
に
良

い
と
さ
れ
る
「
ル
テ
イ
ン
」
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
7
月
、
ル
テ

イ
ン
の
機
能
性
表
示
の
届
出
が
消
費
者
庁
に
受
理
さ
れ
、
生
鮮
食
品
で
は
県

内
で
初
め
て
の
機
能
性
表
示
食
品
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

寒
じ
め
ほ
う
れ
ん
そ
う
の
特
長
や
機
能
性
、
美
味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
昨
年
12
月
か
ら
３
回
に
わ
た
り
、
県
内
の
ス
ー
パ
ー
で
「
寒
じ
め
ほ
う

れ
ん
そ
う
D
a
y
」
と
称
す
る
試
食
・
販
売
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
寒
じ
め
ほ
う
れ
ん
そ
う
が
目
の
健
康
維
持
に
役
立
つ
と
知
り
、
関
心
を
寄

せ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

機
能
性
表
示
は
産
地
全
体
の
盛
り
上
げ
に
も
つ
な
が
り
、
作
付
面
積
は
前

年
比
で
１
４
１
％
に
拡
大
し
、
販
売
額
も
伸
び
て
い
ま
す
。
寒
じ
め
ほ
う
れ
ん

そ
う
の
生
産
は
冬
季
限
定
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
期
間
で
も
食
べ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
加
工
品
の
開
発
も
進
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
寒
じ
め
ほ
う
れ

ん
草
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

消費拡大のため店内に
コーナーを設置

おひなさまを題材にステンドグラスを作成

加工品利用のための粉末化も実施

寒じめほうれんそうPRキャラクター「寒次郎」も登場

ル
テ
イ
ン
豊
富
な
機
能
性
表
示
食
品

寒
じ
め
ほ
う
れ
ん
そ
う
を
Ｐ
Ｒ

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な
ど
で
判

断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
「
財
産
」
や
「
権
利
」
を
保
護
す
る
制
度
で
す
。

例
え
ば
、
預
貯
金
の
管
理
や
相
続
手
続
、
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契

約
な
ど
、
本
人
だ
け
で
は
手
続
が
困
難
な
場
合
に
、
法
的
な
代
理
人
を
選
任

し
て
財
産
の
管
理
や
契
約
等
の
締
結
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

二
戸
地
域
の
成
年
後
見
制
度
の
相
談
窓
口
の
一
つ
、
カ
シ
オ
ペ
ア
権
利
擁
護

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
少
し
で
も
楽
し
く
学
べ
る
よ
う
に
演
劇
で
成
年
後
見

制
度
を
紹
介
す
る
な
ど
、
様
々
な
啓
発
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
の
小
野
寺
幸
司
所
長
は
「
成
年
後
見
制
度
は
、
財
産
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
支
援
が
必
要
な
方
は
誰
で
も
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。
生
活

で
の
様
々
な
困
り
ご
と
も
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
応
し
ま
す
の
で
、
何
で

も
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
で

も
相
談
で
き
ま
す
。

難しいイメージの成年後見制度を
楽しく学ぶことができる演劇

パンフレットは
各相談窓口に設置

安
心
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に

知
っ
て
ほ
し
い
成
年
後
見
制
度

地
域
の
未
来
づ
く
り
に
つ
な
が
る

子
ど
も
た
ち
の
文
化
芸
術
体
験

上手に完成してにっこり

県北広域振興局  農政部農業振興課
TEL.0194-53-4983

お問い合わせ先

県北広域振興局経営企画部文化スポーツ振興担当　
TEL.0194-53-4981

お問い合わせ先

お問い合わせ先
特定非営利活動法人カシオペア権利擁護支援センター
二戸市石切所字川原 46-1
TEL.0195-43-3042　相談時間／月〜金曜 8:30〜17:30

久慈地域成年後見センター
久慈市旭町 7-127-3（久慈市総合福祉センター内）
TEL.0194-53-3380　相談時間／平日 8:30 〜 17:15
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アンケートにお答えいただいた方の中から、抽選で10名様にプレゼント!!読者プレゼント

[送り先] はがき  〒028-8042 久慈市八日町1-1
 県北広域振興局「北いわて最前線アンケート」係
 F A X  0194-53-1720　電子メール  BK0001@pref.iwate.jp
[締   切] 令和２年4月17日（金） 消印有効

１	 今回の記事で興味を持ったものは何ですか？（番号で回答、複数回答可）
	 ①表紙　祝！三陸ジオパーク、再認定
	 ②特集１　台風第19号の被害からの復旧へ向け全力で取り組み中！
	 ③特集２　歴史を学ぼう！春のお出かけスポット
	 ④県北広域トピックス2020
	 ⑤注目しよう！食べよう！北いわての「3つのおいしいお肉」
２	 本紙への御意見・御要望や、今後掲載してほしい内容がありましたら、御自由にお書き
ください。

３	 県北広域振興局に対する御意見・御要望がありましたら、御自由にお書きください。

醤油味・塩味 各２個入り×２箱
三陸鉄道株式会社

三鉄グッズ専門店さんてつや
クロジカせんべい２箱セット

経営の「黒字化」達成への願いを込めて発売した、
三陸鉄道のオリジナル商品です。岩手県産の雑穀
と普代村のすき昆布、陸前高田市の八木澤商店の
醤油を使用したサクサクと香ばしい味わいの醤油
味と、三陸産のイサダ、わかめ、宮古の塩を使用
した塩味の２種類をセットでお届けします。

「北いわて最前線」を最後までお読みいただき、ありがとうございます。
今後より一層、誌面を充実させるため、読者の皆様の「声」をお聴かせください。

※ 回答は、右の二次元バーコードを読み込んで応募フォームか
ら御応募ください。なお、はがき・ＦＡＸでも御応募いただけ
ますので、住所・氏名・年齢・性別・電話番号をお書きの上、
お送りください。

スマートフォン用

岩手県 県北広域振興局全世帯配布広報誌 （令和２年2月発行）

県北広域振興局経営企画部
〒028-8042 岩手県久慈市八日町1-1 TEL：0194-53-4981㈹  FAX：0194-53-1720  E-mail：BK0001@pref.iwate.jp編集・発行

応募方法

牛
肉

鶏
肉

豚
肉

豊かな自然と清涼な環境に恵まれた北いわては、牛・豚・鶏の3つのおいしいお肉の産地です。
それらの中には、飼料や飼養方法などにこだわったブランド肉がたくさんあります。
地域の生産者が丹精込めて生産したお肉を、地域に住む私たちみんなでおいしくいただきましょう。北いわての

3つの
おいしい
お肉

注目しよう！注目しよう！
食べよう！食べよう！

★★★

美容効果が高いビタミンB群、貧血予防が期待できるヘム鉄、
脂肪燃焼に効果的なカルニチンを多く含みます。

　北いわてが産地の一つである「いわて短角和牛」は、日本短角種
の希少な牛で、春から秋にかけて高原などに放牧する

「夏山冬里」方式で飼育されます。その肉はサシが少
なく赤身主体で、低脂肪でアミノ酸が豊富。そのため、健康志向の
現代人の間で特に人気が高まっています。また、かむほどに牛
肉本来の旨みを味わうことができる点も特徴です。

低カロリー・  　
高タンパ

クで、ビタミンA・K
やビタミンB群など数種類
のビタミンが含まれています。岩手県は、
鹿児島県、宮崎県に次ぐ全国第３位の生産量を誇ります。県内生産量
では九戸村（１位）、洋野町（2位）、二戸市（3位）と北いわての市町村が
上位を占めています。それぞれオリジナルの配合飼料で育て、可能な
限り抗生物質を使わない点は、生産者のこだわり。肉用若鶏の親に
あたる種鶏は「熟レ鶏」としても販売しており、若鶏とは異なる
歯ごたえや肉・出汁の旨さに注目が集まっています。

　また、県畜産研究所が開発した「南部かしわ」は、
おいしさや岩手県のオリジナル性を高める

ため、県北に由来のある天然記念物
「岩手地鶏」を原種鶏として

利用し開発された
ものです。

疲労を予防する、糖質をエネルギー
に変える、皮膚と粘膜を健康に保

つなどの効果が期待できるビタミンB1が
豊富です。北いわてのブランド豚には、「お
いしく安全な豚肉を食べてもらいたい」という生産者の思いが凝縮されて
います。飼料、水、豚舎の衛生環境などにこだわり、ストレスを与えない
よう愛情込めて育てています。それにより、肉質のキメが細かい、脂が

甘いなど、付加価値の高い豚肉をつくり出しています。

「夏山冬里」方式で、のびのび育てます

岩手県の地鶏「南部かしわ」

衛生環境にこだわり飼育しています

［8］

北 い わ て の 魅 力 を 伝 え る 広 報 誌


